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研究成果の概要（和文）：TwitterやFacebook等のソーシャルメディア上で自分が興味を持つ話題に関連する有益な情
報を発信するユーザを発見できれば，その話題に関連する情報を効率よく得られるようになる．しかし，各ユーザが発
信する個々のメッセージの情報量は少なく，一般文書を対象とした従来のテキストマイニング手法のようにテキスト情
報のみを利用する手法の効果は限定的である．
本研究では，ニュース記事やオントロジーを外部情報として利用することで話題関連ユーザを発見・推薦する手法を開
発した．さらにこの手法を応用し，特定話題に関連するメッセージの発見手法，同じ話題に興味を持ち情報を発信する
ユーザクラスタの発見手法を開発した．

研究成果の概要（英文）：Finding users on social media such as Twitter and Facebook who usually post 
valuable messages related to a topic of interest will help us get information on the topic efficiently. 
However, it is not easy for us to find such users by general text mining methods, which is based on only 
the message text, since each message text is short.
In this research, we developed methods for finding/recommending topic-related Twitter users by using news 
articles and ontologies (e.g. DBpedia) as external knowledge bases. News articles are used for detecting 
news-topic-related hashtag communities and finding two types of influential users: content-based 
influential users and authority-based influential users. Ontologies are used for checking topic 
consistency of each user's messages and finding users who usually post messages on the same topic. In 
addition, we applied the methods to a method for finding topic-related messages and a method for finding 
hierarchical user clusters.

研究分野：自然言語処理
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１．研究開始当初の背景 

Twitter や Facebook 等のソーシャルメデ
ィアで，自分が興味を持つ話題に関連する有
益な情報を発信するユーザを発見すること
ができれば，その話題に関連する情報を効率
よく得られるようになる．しかし，ソーシャ
ルメディア上のテキストの情報量は少なく，
一般文書を対象とした従来のテキストマイ
ニング手法のようにテキスト情報のみを利
用する手法の効果は限定的である．一方，ソ
ーシャルメディア上には，各ユーザの行動や
ユーザ間の関係，ニュース記事等の外部情報
との関係といった，特有の情報が存在する．
これらを利用することにより，効率的なユー
ザ検索・推薦手法の実現が期待できる． 

 

２．研究の目的 

本研究チームは，注目話題の関連ニュース
記事からの特徴語抽出手法や，ニュースの話
題を考慮した Twitter ハッシュタグ推薦手法
の開発を行ってきた．この成果を発展させ，
ユーザの行動や，ニュース記事，DBpedia 等
の外部情報を利用した，話題関連ユーザ検
索・推薦手法を開発する．本研究課題は
Twitter を対象とする．さらにこの手法を応
用し，特定話題に関連するツイート検索手法，
階層的クラスタ（同じ話題に興味を持ち，情
報を発信するユーザ集合）の発見手法を開発
する． 

 

３．研究の方法 

まず，話題関連ユーザ検索の基本的手法と
して，ユーザの行動やユーザ間の関係に基づ
く手法を開発した．注目する話題を表すキー
ワード（話題関連語）を用意し，それによる
ツイート検索結果に出現するユーザ集合に
ついて，各ユーザのツイート発信，リツイー
ト，リプライに基づく行動関係グラフと，ユ
ーザ間のフォロー関係に基づくユーザ関係
グラフを構築する．この 2種類の関係グラフ
と各ユーザのツイート数から，各ユーザの話
題関連性を計算し，順位付けを行う（図 1）． 
この基本手法をベースに，外部情報を利用

した話題関連ユーザ検索・推薦手法を 2種類
開発した．1 つは，外部情報として DBpedia
や YAGO といったオントロジーを利用し，発
信するツイート内容が一貫しているユーザ
を推薦する手法である．本手法では，基本手
法で上位に順位付けされたユーザについて，
発信するツイートから固有表現を抽出し，オ
ントロジーのクラス階層をもとに拡張する
ことによって，各ユーザが発信するツイート
の話題を検出する（図 2）．この検出を複数期
間に分けて行うことにより，内容の時間的一
貫性の有無を判定する． 
もう 1つは，外部情報としてニュース記事

を利用し，話題関連ハッシュタグで形成され
るコミュニティから，内容に基づく話題関連
ユーザと社会的地位に基づく話題関連ユー
ザを発見する手法である．本手法では，一定

期間に発信されたニュース記事とツイート
を事前に収集する．ニュース記事は内容でク
ラスタリングし，ツイートからは各ハッシュ
タグと特徴的に共起する語（特徴的共起語）
を抽出しておく．話題関連語を入力として与
えると，関連するニュース記事クラスタを選

図 1: ユーザ・ツイート間の関係に基づく話題関連

ユーザ検索 

図 2: オントロジーを利用した話題判定 

図 3: ニュース関連ハッシュタグコミュニティ検

出に基づく話題関連ユーザ検索 



 

 

択し，そのクラスタにおける話題関連語との
特徴的共起語を抽出する．ニュース記事クラ
スタにおける話題関連語との間の特徴的共
起語と，ツイートにおける各ハッシュタグと
の間の特徴的共起語から，話題関連ハッシュ
タグを検出する．話題関連ハッシュタグを含
むツイートを発信するユーザで形成される
コミュニティから，リツイート関係とメンシ
ョン関係をもとにリツイートグラフとメン
ショングラフの 2 種類のグラフを構築し，2
種類の話題関連ユーザを判定する（図 3）． 
さらに，開発した話題関連ユーザ検索・推

薦手法を応用し，注目する話題に関連するツ
イートを検索する手法を開発した．本手法で
は，話題関連語から話題関連ユーザを発見す
ると同時に，その話題において各ユーザが持
つ力として Voice と Impact の 2 種類のスコ
アを定義する．話題関連ユーザが発信，リツ
イートしたツイートについて，それに関わっ
たユーザのスコアをもとに話題関連度を算
出し，話題関連ツイートを発見する（図 4）

話題関連ユーザの検索と 2種類のスコアの計
算は準備段階で事前に行い，ツイートの話題
関連性の判定と分離している． 
また，オントロジーを利用し，同じ話題に

興味を持ち，その話題に関連するツイートを
発信するユーザのクラスタの階層的構造を
発見する手法を開発した．本手法はユーザ集
合を入力とし，各ユーザのツイートから，固
有表現抽出とオントロジーによるクラス拡
張によって，各ユーザの興味を表す特徴ベク
トルを生成する．この特徴ベクトル生成にお
いて，オントロジーの上位クラスと下位クラ
スの重みを変化させるパラメータを導入す
ることにより，分類の細かさを調整できる．
生成した特徴ベクトルをもとにユーザ間の
話題類似度を計算してユーザ関係グラフを
構築し，クラスタリングにより同じ興味を持
つユーザのクラスタを発見する．さらに，ク
ラスタリング結果から 1つのクラスタを選択
し，それをさらに細かく分類することで階層
的な構造を発見できる（図 5）． 
 
４．研究成果 
個々のツイートは 140字以内と短く情報が

少ないため，出現単語の分布等の言語情報を
利用した話題関連ユーザ検索手法の効果は
限定的である．本研究では，オントロジーや
ニュース記事といった外部情報を利用する
ことにより，この問題を解決する新たな話題
関連ユーザ検索・推薦手法を開発した．また，
開発した検索手法を応用し，話題関連ツイー
トの検索手法と階層的ユーザクラスタの発
見手法も開発した． 
基本手法の開発では，各ユーザのツイート

の発信，リツイート，リプライといった
Twitter 上の行動に基づくユーザ・ツイート
間の関係と，フォロー関係に基づくユーザ間
の関係の両方を利用することにより，それぞ
れ単独で利用する場合より話題関連ユーザ
検索性能が上がることを示した（学会発表論
文④）．また，各ユーザのツイート発信のパ
ターン，他ユーザとのやり取りのパターン等
によるユーザ分類を取り入れることにより，
さらに検索結果が改善することを示した（学
会発表論文⑤）． 
オントロジーを利用した話題関連ユーザ

推薦では，DBpedia や YAGO 等のオントロジー
のクラス階層を利用して各ユーザが発信す
るツイートの内容を表現し，それを複数期間
に分けて観測することにより，各ユーザの発
信内容が時期によらず一貫しているかどう
かを判定する．その結果，基本手法では観測
期間において一時的に特定話題のツイート
の発信が増加したユーザが検索結果の上位
に入ってしまうことがあったが，本手法では
観測期間外との間で発信内容に一貫性のな
いユーザを排除することができるようにな
った（学会発表論文⑥）．ソーシャルメディ
アで他ユーザをフォローする動機の 1 つに，
自分が興味を持つ話題についてそのユーザ

図 4: 話題関連ユーザの行動に基づく話題に関連

するツイートの検索 

図 5: オントロジーを利用した階層的ユーザクラ

スタの発見 



 

 

が継続的に情報を発信することを期待する
ということがある．本手法は，このような目
的でフォローするユーザを発見する場合に
効果的である．個々のツイートは 140 字以内
と短く情報が少ないため，出現単語の分布を
そのまま利用して一貫性を判定する方法は
効果的ではないが，オントロジーのクラス階
層を利用することによってこの問題を解決
している． 
ニュース関連ハッシュタグコミュニティ

検出に基づく話題関連ユーザ検索は，ツイー
トが短く情報が少ない問題を，外部情報とし
てニュース記事を利用し，ニュースの話題に
関連するハッシュタグを発見，利用すること
によって解決している（雑誌論文③）．ソー
シャルメディアの利用シーンの 1つに，ある
話題に関連するニュース記事を読んだ後，ソ
ーシャルメディア上でその話題に関する追
加的情報を得るということがある．本手法は，
このような利用シーンにおいて効果的であ
る．例えば，"Obama"でニュース記事を検索
し，その中で大統領選挙に関する話題に興味
を持った場合，本手法では，大統領選挙に関
連するハッシュタグを特定することによっ
て話題関連ユーザを発見する．これにより，
大統領選挙に関連するツイートを発見する
のに有効なキーワードが分からなくても，話
題関連ユーザを発見できるようになった．ま
た，リツイートグラフとメンショングラフの
2 種類のグラフを構築することにより，発信
内容に基づく話題関連ユーザと社会的地位
に基づく話題関連ユーザの 2種類の話題関連
ユーザを区別して発見できる．例えば，大統
領選挙において，自分の意見等を積極的に発
信するジャーナリストや著名人は発信内容
に基づく話題関連ユーザであり，関連する情
報をソーシャルメディア上で得たい場合に
はこのようなユーザをフォローすると良い．
一方，候補者等のように自身はそれほど頻繁
に発信しないが他ユーザから言及されるこ
との多いユーザは社会的地位に基づく話題
関連ユーザであり，関連する情報を追跡する
場合には現実世界における彼らの言動に注
目すると良い． 
話題関連ユーザの行動に基づく話題関連

ツイート検索では，注目する話題に関連する
ツイートを，誰が発信，リツイート，リプラ
イしたかに着目することによって発見する
ことを可能にした（雑誌論文②）．これまで
に開発した話題関連ユーザ検索によって，注
目する話題に関する有益な情報を発信する
ユーザを発見することは可能になったが，1
つの話題のみを常に発信するユーザは非常
に少なく，検索により得られる話題関連ユー
ザも，話題とは無関係のツイートを発信する
ことがある．本手法は，話題関連ユーザが関
わるツイートから，話題に関連するものを発
見するものである．出現単語の分布による検
索手法は，ツイートが短く情報が少ない問題
において効果的ではない．また，写真や外部

Web サイトへのリンクがメインのツイートの
場合はさらにツイート中の言語情報が少な
くなり，オントロジーによる拡張も困難とな
る．本手法はこれらの問題を解決する．話題
関連ユーザが多く関わり，それ以外のユーザ
があまり関わらないツイートは，話題関連ツ
イートである可能性が高いという仮定に基
づく手法であり，実験によりこの仮定が当て
はまることを示した．例えば，ある大学教授
は原子力の話題に関連するツイートを多く
発信する原子力の話題関連ユーザである．し
かし，その一方で国の財政問題や汚職等に関
連するツイートも発信する．このユーザのツ
イートはいずれも多くのユーザにリツイー
トされたりリプライを受けたりするが，原子
力に関連するツイートには原子力の話題関
連ユーザが多く反応し，それ以外のユーザは
あまり反応しない．一方，原子力以外の話題
のツイートには，原子力の話題関連ユーザは
あまり反応しない． 
オントロジーを利用した階層的ユーザク

ラスタの発見では，話題の粒度（分類の細か
さ）の調整と，階層的なクラスタ構造の発見
が可能になった（雑誌論文①）．例えば，ス
ポーツ全般の話題に関連するツイートを発
信するユーザを 1つにまとめるか，野球やサ
ッカー，テニス等の話題をそれぞれ区別する
かを，パラメータの調整によって変更できる．
また，スポーツ全般の話題に関連するユーザ
のクラスタを発見した後に，それをさらに細
かいクラスタに分割できる．ユーザ集合が与
えられたとき，その中にどのような話題に興
味を持つユーザがいるかを知りたい場合に，
本手法は効果的である．出現単語の分布その
ものではなく意味を考慮したクラスタリン
グ手法として LDAに基づく手法が知られてい
るが，それよりも本手法はクラスタリング性
能が高く，個々のツイートが短く情報が少な
い問題を解決することを示した． 
本研究課題は，日本語と英語のツイートを

利用して行った．言語処理のためのツールや
オントロジーは各言語に合わせたものが必
要であるが，本研究課題の成果の本質部分に
ついては言語に依存せず，他言語にも適用可
能である． 
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